
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 来年度(2020年 4月入学生)から、現行の入試制度が変わるため、1月 22日(火)に郡内の中学 1，
2年生の保護者を対象に、白石町総合センタ
ーにて佐賀県教育委員会から来ていただき
説明会を行いました。現行の特色選抜Ａ方

式と一般選抜試験が統合され、一般選抜で
２回の選考基準を設け、合否の判定をされ
ることになりました。リーフレットは既に
配布しましたが、学年末育友会などでも各
学年で説明をいたします。 

 
 
 

 
 
 1月 23日(水)の全校朝会で、スクリーンを使いながら話をした内容です。 

新しい年を迎えた1月も、あと1週間で終わります。時が過ぎるのが早いですね。始業式は放送で行いまし
たが、各学年の君たちに頑張ってほしいことをいいました。覚えていますか？実践できていますか？ 
 

3年生、残された義務教育1日1日を充実させてください。卒業式まで学校に来る日が30日を切りました。 
2年生、先週の学年朝会でも話しましたが、大切な1年です。まず高い志をもち、「心が変われば････」から

スタートしてください。 

1年生、先輩になる心構えができていますか。今できることに100％全力を尽くし、さらに成長してほしいと
思います。 
 さて、1月の全校朝会で何を話そうかと考えました。インターネットで見ていたら、四字熟語ランキングが目
にとまりました。現在、四字熟語のランキング一位は何だと思いますか？ヒントは今年の干支です。今年の干
支は「亥」 「亥」は「猪」のことです。「猪突猛進」猪が突進するように、目標に対して、向こう見ずに突き進む
こと。まさに、3年生の今の状況ではないでしょうか？無鉄砲に突き進むという意味でも使われます。 
今月は「1月」です。「一」は数を表しますが、「初め」とか「わずか」という意味もあります。そこで「一」という

文字を使った四字熟語の話をしたいと思います。みなさん、「一」で始まる四字熟語と言われたら、どんな言
葉を思い浮かべますか？簡単なものから紹介します。「一日一善」、「一球入魂」、「一石二鳥」同じ意味の四
字熟語で、「一挙両得」というのがあります。この意味の反対のことわざもあります。 
○二兎を追う者は一兎をも得ず        ○虻蜂取らず 

同時に違った二つの事をしようとすれば、結局どちらも成功しないというたとえです。 
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                      第19号 

 【学校教育目標】 

 Chance！ Challenge！ Change！ 

 ～「チャンス」をつかみ「挑戦」！ 
     自分をより高く「変革」！～ 

新たな県立高等学校入学者選抜制度 

1月の全校朝会 



１日(金) 学級会、生徒会各部会 

４日(月) 新入生説明会、面接指導（３年生） 

５日(火) 私立高等学校後期試験合格発表、生徒会推進委員会 

６日(水) 県立高等学校特色選抜試験、働く人に学ぶ（１年）、ノーテレビ・ノーゲームデー、 

７日(木) 生徒朝会 

８日(金) 特別支援学級合同学習会（大町ひじり学園）  

13日(水) 全校朝会、県立高等学校特色選抜合格発表 

14日(木) 読み聞かせ、フッ化物洗口 

15日(金) 県立高等学校一般選抜願書点検 

17日(日) 学年末テスト前部活動休止（～21日） 

18日(月) 生徒会各部会 

19日(火) 県立高等学校一般選抜出願 

20日(水) 学年末テスト（～22日）、実力テスト（３年：～21日）、バイキング給食（３年） 

安全点検の日 

21日(木) 面接指導（３年） 

22日(金) 小中学力向上全体会 

25日(月) 生徒会推進委員会、一般選抜志願変更 

26日(火) 生活アンケート 

27日(水) 学年別朝会、一般選抜志願変更届 

28日(木) 読み聞かせ、フッ化物洗口 

「一攫千金」：一度に大金や多くの利益を、簡単に手にすることです。「一攫」は一つかみの意で、「千金」は
価値の高いことです。同じ「千金」を使った言葉で、「一刻千金」があります。わずかな時間が、非常に価値が
あることです。他にも調べてみたら「一」がつく四字熟語は、他にもたくさんありますが、中でも先生がいいな

と思う「一」がつく四字熟語をいくつか紹介します。 
「一心不乱」：一つの事に集中して、ほかの事に心を乱されないことです。「一心」は一つのことに心を傾け
ることで、「不乱」はみださないことです。（テレビやゲームに目もくれず、「一心不乱」に勉強した。）同じような
言葉で、 
「一意専心」：一つのことだけに、心を集中することです。 
「一意」「専心」はいずれもそのことだけに集中するということを表す類義語で、これを重ねて意味を強調した
四字熟語です。他にも類義語を重ねて強調した四字熟語で「唯一無二」：この世でただ一つしかないこと。
他に同類のものがなく、その一つ以外並ぶものがないこと。「唯一」「無二」は、ともに二つとないことを表す類
義語です。（あなた方一人一人は「唯一無二」のかけがえのない存在です。） 
「一期一会」：「一期」とは生まれて死ぬまで。「一生」という意味。一生に一度の出会いのことで、茶道に由来
する言葉です。どの茶会も一生に一度きりと思い、主人も客も誠意を尽くすべきだという心構えのことです。

生涯にわたってたった一度しか出会わないかもしれないし、二度と同じ機会はないと思いなさいという意味で
す。 
「一喜一憂」：ちょっとしたことで、喜んだり心配したりすることです。「憂」は心配する意味です。これは、多く
の先生方が君たちのことで「一喜一憂」されている毎日のことだと思います。 
「一生懸命」：昔、鎌倉時代は「一所懸命」と使われていました。「懸命」とは、命がけということで、一所、つま
り一カ所の領地を命がけで守ろうということが元々の意味です。鎌倉時代の武士にとっては領地を守ること、
そこに一族の生活すべてがかかっていたのです。だから、命がけで守る。そういう意味でした。今は、「一所」
ではなく、「一生」になりました。苦しくても、何があっても「がんばろう」というときに使います。自分の「一生」を
懸命に生きるという方が、今はぴったりすると思います。何事にも「一生懸命」頑張ってください。四字熟語は
短い言葉の中にも深い意味が込められているものがたくさんあります。 

特に後半に紹介した四字熟語は、君たちに意識して頑張ってほしいというメッセージを込めて紹介
しました。 

 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 

 
 


